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(57)【要約】
【課題】ディスプレイのメンテナンスを容易に実行する
ことができると共に、その設置作業を少人数において容
易に行うことができるディスプレイの支持装置を提供す
ること。
【解決手段】壁面もしくは柱７などを含む鉛直の構造体
に対して取り付けられる第１フレーム１と、ディスプレ
イ８の背面において、前記ディスプレイを支持する第２
フレーム２と、第１フレームの鉛直方向における上下２
点において、それぞれの一端部が回動可能に軸支される
と共に、第２フレームの鉛直方向における上下２点にお
いて、それぞれの他端部が回動可能に軸支された上下一
対のリンクアーム３ａ，３ｂと、油圧により伸縮駆動し
、その縮小動作により各リンクアームを介して、第１フ
レーム側に向かって第２フレームを上昇させると共に、
その伸長動作により各リンクアームを介して、第１フレ
ームからその前方に向かって第２フレームを降下させる
油圧シリンダー４とが具備される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁面もしくは柱などを含む鉛直の構造体に対して取り付けられる第１フレームと、
　ディスプレイの背面において、前記ディスプレイを支持する第２フレームと、
　前記第１フレームの鉛直方向における上下２点において、それぞれの一端部が回動可能
に軸支されると共に、前記第２フレームの鉛直方向における上下２点において、それぞれ
の他端部が回動可能に軸支された上下一対のリンクアームと、
　流体圧により伸縮駆動し、その縮小動作により前記各リンクアームを介して、前記第１
フレーム側に向かって第２フレームを上昇させると共に、その伸長動作により前記各リン
クアームを介して、前記第１フレームからその前方に向かって第２フレームを降下させる
流体圧駆動手段とが具備されていることを特徴とするディスプレイの支持装置。
【請求項２】
　前記上下一対のリンクアームが、前記第１フレームと第２フレームの一方の側面部の間
においてそれぞれ軸支されると共に、他の上下一対のリンクアームが、前記第１フレーム
と第２フレームの他方の側面部の間においてそれぞれ軸支されていることを特徴とする請
求項１に記載されたディスプレイの支持装置。
【請求項３】
　前記流体圧駆動手段の一端が前記第１フレームに軸支されると共に、その他端が第１フ
レームの軸支点から離れた前記いずれかのリンクアームにおける回動自由端側に軸支され
ていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載されたディスプレイの支持装置。
【請求項４】
　前記流体圧駆動手段が油圧により伸縮動作がなされる油圧シリンダーであることを特徴
とする請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載されたディスプレイの支持装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば大画面の薄型テレビジョンディスプレイを壁面もしくは柱などを含
む鉛直の構造体に対して取り付けるためのディスプレイの支持装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばテレビジョン受像機等のディスプレイにおいては、液晶ディスプレイもしくはプ
ラズマディスプレイなどに代表されるように薄型構造のディスプレイが普及しており、こ
れらは一般的に専用スタンドを利用して床面上に設置されるか、またはラック（載置台）
上に設置するようになされる。
【０００３】
　また、前記したディスプレイにおいては、薄型構造の特質を生かして室内の壁面に直接
取り付けるなどの設置手段も採用されている。例えば特許文献１には、ディスプレイの背
面キャビネットにおける適宜の位置に複数の取り付け用の孔を穿設し、壁面に予め埋め込
んだ取り付けボルトの頭部を、前記取り付け孔の開口部に形成された鍔部で係止すること
でディスプレイを壁面に取り付ける構成が示されている。
【特許文献１】特開平５－１１７０７号公報
【０００４】
　一方、前記した薄型ディスプレイを壁面等に沿って取り付ける他の手段として、特許文
献２には、壁際に沿って２本のパイプ状部材を互いに平行となるように鉛直方向に立設し
、このパイプ状部材にそれぞれネジ止めされるＬ字状の取り付け金具を介してディスプレ
イの裏面が取り付けられるようにした構成ものが示されている。
【特許文献２】特開平１０－２９２８９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　ところで、昨今におけるこの種のディスプレイにおいては、業務用等において益々大画
面化の要求が高まり、画面サイズが１００インチを超えるようなプラズマディスプレイも
提供されている。このようなプラズマディスプレイにおいては、その重量は１００Ｋｇを
超える程になり、前記した特許文献１および２に示すようなディスプレイの取り付け手段
においては、壁面等の所定の高さ位置に、少人数によりこれを取り付けることは非常な困
難を伴う。
【０００６】
　また、前記したプラズマディスプレイにおいては、メンテナンス時などにおいて、ディ
スプレイの裏面を開ける必要があり、壁面とディスプレイの裏面との間に人が入り込める
程度のスペースを確保することが必要となる。したがって、ディスプレイを支持する支持
装置は、ディスプレイのメンテナンス時における前記した要求にも応えることができるよ
うに構成にされていることが望ましい。
【０００７】
　この発明は、前記したように大型かつ重量が嵩むディスプレイを、少人数において容易
に柱などを含む壁面に対して取り付けることが可能であり、またメンテナンス時などにお
いて、前記取り付け位置とディスプレイの裏面との間に所定のスペースを確保することが
可能なディスプレイの支持装置を提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記した課題を解決するためになされたこの発明にかかるディスプレイの支持装置は、
壁面もしくは柱などを含む鉛直の構造体に対して取り付けられる第１フレームと、ディス
プレイの背面において、前記ディスプレイを支持する第２フレームと、前記第１フレーム
の鉛直方向における上下２点において、それぞれの一端部が回動可能に軸支されると共に
、前記第２フレームの鉛直方向における上下２点において、それぞれの他端部が回動可能
に軸支された上下一対のリンクアームと、流体圧により伸縮駆動し、その縮小動作により
前記各リンクアームを介して、前記第１フレーム側に向かって第２フレームを上昇させる
と共に、その伸長動作により前記各リンクアームを介して、前記第１フレームからその前
方に向かって第２フレームを降下させる流体圧駆動手段とが具備されている点に特徴を有
する。
【０００９】
　この場合、前記上下一対のリンクアームが、前記第１フレームと第２フレームの一方の
側面部の間においてそれぞれ軸支されると共に、他の上下一対のリンクアームが、前記第
１フレームと第２フレームの他方の側面部の間においてそれぞれ軸支された構成にされて
いることが望ましい。
【００１０】
　そして、好ましい実施の形態においては、前記流体圧駆動手段の一端が前記第１フレー
ムに軸支されると共に、その他端が第１フレームの軸支点から離れた前記いずれかのリン
クアームにおける回動自由端側に軸支された構成にされる。そして、この発明にかかる支
持装置においては望ましくは、前記流体圧駆動手段として、油圧により伸縮動作がなされ
る油圧シリンダーが用いられる。
【発明の効果】
【００１１】
　前記した構成によるディスプレイの支持装置によると、流体圧駆動手段としての前記油
圧シリンダーを駆動して伸長動作させた場合、前記リンクアームを介して鉛直の構造体に
取り付けられた第１フレームの前方に向かって、ディスプレイの背面を支持する第２フレ
ームを降下させることができる。これにより、鉛直の構造体とディスプレイとの間に所定
の間隔を持たせることができ、ディスプレイのメンテナンス等を容易に行うことが可能と
なる。
【００１２】
　また、ディスプレイのメンテナンス等の終了後においては、前記油圧シリンダーを縮小
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駆動させることにより、前記各リンクアームを介して、前記第１フレーム側に向かってデ
ィスプレイを支持する第２フレームを上昇させることができ、これにより、ディスプレイ
を鉛直の構造体に沿った所定の位置に設置することができる。
【００１３】
　さらに前記した構成によるディスプレイの支持装置によると、前記油圧シリンダーを縮
小させて第１と第２フレームを接近させた状態とし、この状態で第２フレームにディスプ
レイの背面を取り付け、前記油圧シリンダーを伸長駆動させることで第１フレームをほぼ
垂直の姿勢を保ったまま上昇させることができる。
【００１４】
　したがって、第２フレームにディスプレイの背面を取り付けた状態でキャスター等の運
搬手段に搭載し、前記したように油圧シリンダーを伸長駆動させることで第１フレームを
鉛直の構造体の所定の位置に容易に対峙させることができる。これにより、支持装置およ
びディスプレイの設置作業を少人数により容易に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、この発明にかかるディスプレイの支持装置について、図に示す実施の形態に基づ
いて説明する。図１は支持装置の基本構成を展開状態（第１フレームに対して第２フレー
ムが降下した状態）で示し、図２は支持装置が閉じた状態（第１フレームに向かって第２
フレームが上昇接近した状態）で示している。なお、図１および図２においては図の縮尺
は異なっているが、同一部分は同一符号で示している。
【００１６】
　図１および図２において、符号１は第１フレームを示しており、これは後述する図４に
基づいて説明するとおり、壁面もしくは柱などを含む鉛直の構造体に対して取り付けられ
る。この第１フレーム１には、角型パイプによる右支柱体１ａと、同じく角型パイプによ
る左支柱体１ｂとが備えられ、チャンネル金具による上部連結部材１ｃと、角型パイプに
よる中央部連結部材１ｄとにより、前記各支柱体１ａ，１ｂが平行状態となるように連結
され、全体として偏平状に形成されている。
【００１７】
　なお、図に示す実施の形態においては、前記した上部連結部材１ｃと、中央部連結部材
１ｄとの間に基板１ｅ，１ｆが取り付けられており、この基板１ｅ，１ｆ上には必要に応
じて後述する油圧シリンダーを伸縮駆動する油圧ポンプや同ポンプの電源装置等が配設さ
れる。
【００１８】
　一方、符号２は第２フレームを示しており、これは後述する図４に基づいて説明すると
おり、ディスプレイの背面において、前記ディスプレイを支持するように取り付けられる
。この第２フレーム２には、角型パイプによる右支柱体２ａと、同じく角型パイプによる
左支柱体３ｂとが備えられ、チャンネル金具による上部連結部材２ｃと、同じくチャンネ
ル金具による中央部連結部材２ｄとにより、前記各支柱体２ａ，２ｂが平行状態となるよ
うに連結され、全体として偏平状に形成されている。
【００１９】
　前記第１フレーム１を構成する右支柱体１ａの下端部付近における上下２点において、
上リンクアーム３ａと下リンクアーム３ｂの各一端が回動可能に軸支されており、上下一
対のリンクアーム３ａ，３ｂの各他端部は、前記第２フレーム２を構成する右支柱体２ａ
における上端部付近の上下２点において、それぞれ回動可能に軸支されている。
【００２０】
　さらに、前記第１フレーム１を構成する左支柱体１ｂの下端部付近における上下２点に
おいて、他の一対のリンクアームを構成する上リンクアーム３ｃと下リンクアーム３ｄの
各一端が回動可能に軸支されており、前記上下一対のリンクアーム３ｃ，３ｄの各他端部
は、前記第２フレーム２を構成する左支柱体２ｂにおける上端部付近の上下２点において
、それぞれ回動可能に軸支されている。

 
-4-

Lumi Ex. 1016 
PGR Petition - USP 11,781,703



(5) JP 2009-14047 A 2009.1.22

10

20

30

40

50

【００２１】
　これにより、上下一対のリンクアームが、前記第１フレームと第２フレームの一方の側
面部の間においてそれぞれ軸支されると共に、他の上下一対のリンクアームが、前記第１
フレームと第２フレームの他方の側面部の間においてそれぞれ軸支された構成にされてい
る。なお、図に示す実施の形態においては、第１フレーム１および第２フレーム２を構成
する右支柱体１ａ，２ａ間にかけ渡された一対のリンクアーム３ａ，３ｂの上下２点の取
り付け間隔は、左支柱体１ｂ，２ｂ間にかけ渡された一対のリンクアーム３ｃ，３ｄの上
下２点の取り付け間隔よりも大きな間隔に設定されている。
【００２２】
　一方、前記第１フレーム１を構成する右支柱体１ａの上端部には、流体圧駆動手段とし
ての油圧シリンダー４の一端部が軸支されている。また油圧シリンダー４の他端部は、前
記した下リンクアーム３ｂにおける右支柱体１ａの軸支点から離れた回動自由端側に軸支
されている。すなわち、図に示す実施の形態においては、油圧シリンダー４の他端部は、
下リンクアーム３ｂのほぼ中央部もしくは中央部よりも若干第１フレーム１に近い位置に
おいて軸支されている。
【００２３】
　したがって、前記油圧シリンダー４を伸長させるように駆動した場合には、支持装置は
図１に示すように、第１フレーム１に対して第２フレーム２が降下した展開状態にするこ
とができる。また、前記油圧シリンダー４を縮小させるように駆動した場合には、支持装
置は図２に示すように、第１フレームに向かって第２フレームが上昇接近し、閉じた状態
にすることができる。
【００２４】
　図３は、前記した支持装置が閉じた状態、すなわち図２に示した状態において、その上
下左右をカバー部材５で覆った状態を示している。なお、図３においては、図１および図
２に基づいて説明した各部の代表的な部分についてそれぞれ同一符号で示している。前記
カバー部材５は支持装置を例えば壁面等に実装した状態において、各フレーム１，２や、
リンクアーム３ａ～３ｄ等を覆い、体裁を整えるために用いるものであり、このカバー部
材５はこの発明にかかる支持装置において必須のものではない。
【００２５】
　なお、前記したカバー部材５は、前記支持装置において支持するディスプレイの裏面か
ら発する熱を効果的に放熱させるために、全体に小孔を施したパンチングメタル、もしく
は多数のスリットを施してこれらを編目状に引き伸ばした形態のエキスパンドメタル等を
用いることが望ましい。
【００２６】
　図４は前記した構成の支持装置を用いて、ディスプレイを壁面等に装着する例を、側面
から視た状態で示したものであり、図４においては第１フレーム１に対して第２フレーム
２が降下した展開状態（図１に相当する状態）で示している。なお図４においては、既に
説明した各部に相当するする部分を同一符号で示している。
【００２７】
　前記した支持装置を用いて、壁面等にディスプレイ８を装着するには、壁面内に必要に
応じて補強用の柱７が設置される。したがって、図４に示す例においては、前記柱７の左
側面が壁面であるということができる。
【００２８】
　前記した補強用の柱７には、図５に示すように第１フレーム１の背面を取り付けるため
のボルト１２が取り付けられる。一方、前記第１フレーム１を構成する右支柱体１ａおよ
び左支柱体１ｂの背面には、その長手方向に沿って適宜の位置に複数の取り付け孔が穿設
されている。なお、図５においては右支柱体１ａの背面に穿設された取り付け孔を符号１
１で示している。
【００２９】
　前記取り付け孔１１は、前記したボルト１２の頭部が挿通される大径部と、ボルト１２
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の頭部が係止される小径部が連通して形成されている。したがって壁面等に予め取り付け
られたボルト１２に対して第１フレームに形成された前記取り付け孔１１の大径部を一致
させてボルト１２の頭部を相対的に挿通し、第１フレームの位置を若干降下させることで
、ボルト１２の頭部に取り付け孔１１の小径部が係止し、この状態で第１フレーム１は前
記柱７を含む壁面等に取り付けることができる。
【００３０】
　一方、図６は第２フレーム２の前面にディスプレイ８の裏面を取り付ける例を示したも
のであり、第２フレーム２を構成する右支柱体２ａおよび左支柱体２ｂの前面には、図１
～図３に示されたようにその長手方向に沿って適宜の位置に複数の取り付け孔が穿設され
ている。なお、図６においては右支柱体２ａの前面に穿設された取り付け孔を符号１３で
示している。また、第２フレーム２に支持される前記ディスプレイ８の背面には、前記取
り付け孔１３に対応する位置にボルト１４が装着されている。
【００３１】
　前記取り付け孔１３には、前記ディスプレイ８の背面に装着された前記したボルト１４
の頭部が挿通される大径部と、ボルト１４の頭部が係止される小径部が連通して形成され
ている。したがって、ディスプレイ８の背面に予め装着されたボルト１４に対して第２フ
レーム２に形成された前記取り付け孔１３の大径部を一致させてボルト１４の頭部を相対
的に挿通し、第２フレームの位置を若干上昇させることで、ボルト１２の頭部に取り付け
孔１３の小径部が係止し、この状態で第２フレーム２の前面にディスプレイ８を装着させ
ることができる。
【００３２】
　図５および図６に示した構成により、前記支持装置およびディスプレイ８を壁面等に連
結した状態で、前記したとおり支持装置に取り付けられた油圧シリンダー４を縮小させる
ように駆動した場合には、支持装置は図２に示すように、第１フレーム１に向かって第２
フレーム２が上昇接近し、第２フレーム２の前面に取り付けられた前記ディスプレイ８を
壁面等に沿って装着することができる。
【００３３】
　この発明にかかる前記した構成の支持装置によると、油圧シリンダー４を伸縮駆動させ
ることにより、図４に示すようにディスプレイ８を降下状態に、また壁面に沿った支持状
態に設定することができる。そして、ディスプレイ８のメンテナンス等が必要な場合にお
いては、発明の効果の欄に記載したとおり油圧シリンダー４を伸長駆動してディスプレイ
８を降下させることで、図４に示すようにディスプレイ８の背面と壁面等との間に所定の
間隔を持たせることができ、これによりディスプレイ８のメンテナンス等を容易に行うこ
とができる。
【００３４】
　また、同じく発明の効果の欄に記載したとおり、第２フレーム２にディスプレイ８の背
面を取り付けた状態で図示せぬキャスター等の運搬手段に搭載し、油圧シリンダー４を伸
長駆動させることで第１フレームを鉛直の構造体の所定の位置に容易に対峙させることが
できる。これにより、支持装置およびディスプレイの設置作業を少人数により容易に行う
ことができる。
【００３５】
　なお、前記した実施の形態においては、一端が第１フレーム側に軸支された油圧シリン
ダー４の他端部は、下リンクアーム３ｂのほぼ中央部もしくは中央部よりも若干第１フレ
ーム１に近い位置において軸支されているが、前記油圧シリンダー４の他端部は、第２フ
レーム２のいずれかの部分に軸支された構成にされていてもよい。
【００３６】
　また、前記した油圧シリンダー４についても、油圧により伸縮駆動されるもの以外に、
他の流体により伸縮動作する流体圧駆動手段を採用することもできる。
【００３７】
　なお、流体圧駆動手段として前記のように油圧シリンダーを用い、この油圧シリンダー
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に対して油圧ポンプより油を注入および吸引させる構造とした場合においては、前記油圧
ポンプを駆動するモータの正逆回転により、油圧シリンダー４を伸縮動作させることがで
きる。この構成によると、油圧シリンダー側もしくは、油圧制御系統に切り換え弁等を備
える必要もなくなるため、その構成を簡素化させることができる。
【００３８】
　さらに、前記した実施の形態においては、プラズマディスプレイを支持する支持装置に
基づいて説明したが、この発明にかかる支持装置は前記したプラズマディスプレイ以外に
重量が嵩む標識、看板、もしくはネオンサインなどを含む電光表示体等の各種ディスプレ
イの支持にも好適に採用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】この発明にかかる支持装置を展開した状態で示した斜視図である。
【図２】同じく閉じた状態で示した斜視図である。
【図３】図２に示す状態の支持装置にカバー部材を装着した状態を示す斜視図である。
【図４】前記支持装置を用いてディスプレイを壁面等に装着する様子を示した側面図であ
る。
【図５】前記支持装置を壁面等に取り付ける一つの手段を説明する模式図である。
【図６】前記支持装置の前側のフレームにディスプレイを取り付ける一つの手段を説明す
る模式図である。
【符号の説明】
【００４０】
　１　　　　　　第１フレーム
　１ａ，１ｂ　　支柱体
　１ｃ，１ｄ　　連結部材
　２　　　　　　第２レーム
　２ａ，２ｂ　　支柱体
　２ｃ，２ｄ　　連結部材
　３ａ～３ｄ　　リンクアーム
　４　　　　　　油圧シリンダー（体圧駆動手段）
　５　　　　　　カバー部材
　７　　　　　　柱（壁面）
　８　　　　　　ディスプレイ
　１１，１３　　取り付け孔
　１２，１４　　ボルト
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【図５】
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